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(ハ） 二つの数をかけたもの
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6，誤答原因の解明と対策
（1）国語的読みのたりないとき
A.読めない文字のあるとき
算数科では漢字の程度は比較的低いように思われるが，読めないときにはできな
‐いのは当然である。
B・問題をよみとる力がよわいとき
少し文章が長くなると読もうとする意欲がなく，たとえよめても文脈自体の把握
ができない場合に無答となる場合が多い。資料3参照
（2）算数的競みのたりないとき
A.算数用語や語句につまずくとき
（～たべるといくつのこるか）という語句の処理に抵抗がみられる。
、B.算数用語及びその中に含まれている基本的関係がよく理解されていなとき。（名
数をつける）
C.文章表現がこみいっているため，問題内容が把握できないときとくに2段階にわ
◆●
たるような文章題でははるかに誤答が多い。とくに一つの式で解決しようとするく
せがある｡多段階の解法になれさせる必要がある。
D・問題の観点をかえて解くことのできないとき。
E.結果を吟味する態度が十分でないとき。
事実にてらしてみるといった吟味の態度が不充分。、
算数では二つ以上の量の間に存在する関係を見ぬいて立式し解決することが何よ
り重要なことで読解力をつけることは国語科の大切な任務ともなり，算数科との関
連性が強調されなければならない。
教師が文章題を与えるとき，できるだけ絵を多くしてやるということは文章から
数量関係を見出すのを大いに助けるだろう。
この点については高学年において高度の立式を必要とする場合または複雑な文章
題の際には図解，教具等使用できるものは可能な限りそれを利用すべきである。
文章題をとくときには単に文章を読むのではなく，その上にあらゆる角度から5
Wを利用して直接，子供達の現実経験を想起させるように話し合いを加えてやるこ
とは役立つであろう。
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